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公益社団法人　日本技術士会　北海道本部

第 47 回　定期総会資料

日　時　：　平成 24 年 4 月 27 日（金）
場　所　：　ホテル札幌ガーデンパレス（道庁南側）
　　　　　　札幌市中央区北 1 条西 6 丁目　TEL　011-261-5311

次　第　：
　　1．公益社団法人日本技術士会北海道本部総会　15：30～ 16：30（2 F　丹頂）
　　　1）開　会
　　　2）本部長挨拶
　　　3）議　題
　　　　　　第 1号議案　　平成 23年度　事業報告及び決算報告
　　　　　　第 2号議案　　平成 24年度　事業計画及び予算
　　　　　　（報告事項）
　　　　　　　1．役員の交代について
　　　　　　　　　　（退任）田中　輝幸
　　　　　　　　　　（新任）岩田　徳夫
　　　　　　　2．平成 24年度公益社団法人日本技術士会会長表彰　推薦者（北海道本部）
　　　　　　　　　　五十嵐敏彦　氏（応用理学部門、建設部門、総合技術監理部門）
　　　　　　　　　　大谷　　諭　氏（建設部門、総合技術監理部門）
　　　　　　　　　　住友　　寛　氏（農業部門、総合技術監理部門）
　　　　　　　3．研究会の設置・廃止について

　　2．講　演　会　16：30～ 17：30（2 F　丹頂）
　　　　　　演　題　：　「刑事裁判と弁護士の役割～なぜ弁護士は「悪い人」の弁護をするのか？」
　　　　　　講　師　：　渡辺英一法律事務所　弁護士　作間　豪昭　氏

　　3．懇　親　会（会費 4 ,000 円）　17：45～ 19：30（2 F　孔雀）

総 会 報 告
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第 1号議案

平成 23 年度　　北海道本部事業報告　その 1

● 会誌「コンサルタンツ北海道」〔124 号（H23.6.30）、125 号（H23.10.30）、126 号（H24.1.31）〕の発刊

● 技術士第一次試験（H23.10.11　北海道大学高等教育推進機構にて実施）
　　◇ 受験申込者 1,220 名（22,745）、受験者 988 名（17,844）、合格者 125 名（3,812）
� 注）：（　）内は全国

● 技術士第二次試験
　　【1 ～ 20 部門】（H23.8.7　札幌コンベンションセンターにて実施）
　　　　◇ 受験申込者 1,936 名（29,450）、受験者 1,497 名（22,967）、合格者 216 名（3,310）
　　【21：総合技術監理部門】（H23.8.6　札幌コンベンションセンターにて実施）
　　　　◇ 受験申込者　341 名（4,826）、受験者　285 名（3,719）、合格者　29 名（518）
� 注）：（　）内は全国

● 平成 22 年度　技術士第二次試験合格者歓迎会（主催：北海道本部）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 4 月 6 日（水）
　　◇ 場　　　所：KKR ホテル札幌（札幌市中央区）
　　◇ 出　席　者：71 名（新合格者　43 名、役員　28 名）

● 平成 23 年度総会・特別講演（主催：地域産業研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 4 月 14 日（木）
　　◇ 場　　　所：Docon 新札幌ビル（札幌市厚別区）
　　◇ 記 念 講 演：「北海道を北限とする樹木の生態―フィールドでの調査から分かったこと―」
		  北海道教育大学　　　　　　　　並川　寛司　教授
　　◇ 出　席　者：28 名

● 平成 23 年度総会・研修会（主催：道北技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 4 月 16 日（土）
　　◇ 場　　　所：旭川市ターミナルホテル（旭川市）
　　◇ 講　　　演：	 1．「技術士を巡る最近の動向」
		  日本技術士会北海道本部　　　　森　　隆広　氏
	 2．「大雨と地震」
		  ㈱アサヒ建設コンサルタント　　和田　直人　氏
	 3．「旭川地区の酒造り」
		  高砂酒造　前杜氏　　　　　　　西　　和夫　氏
　　◇ 出　席　者：23 名

● 平成 23 年度総会・技術発表会（主催：道南技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 4 月 21 日（木）
　　◇ 場　　　所：函館ロワジールホテル（函館市）
　　◇ 講　　　演：「水域観測結果の解析に用いられる統計手法」
		  函館工業高等専門学校　　　　　岩熊　敏夫　校長
　　◇ 出　席　者：26 名

● 平成 23 年度総会・講演会（主催：北方海域技術研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 4 月 22 日（金）
　　◇ 場　　　所：かでる 2・7（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：	 1．「ノルウェーの漁業～インダストリー化による振興～」
		  北海道大学大学院　　　　　　　古屋　温美　特任准教授
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	 2．「沿岸防災に関する最近の話題」
		  室蘭工業大学大学院　　　　　　木村　克俊　教授
　　◇ 出　席　者：43 名

● 第 20 回総会・講演会（主催：道央技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 4 月 22 日（金）
　　◇ 場　　　所：ホテルサンルート室蘭（室蘭市）
　　◇ 講　　　演：	 1．「浮力秤量法による粒径分布測定―粒径を浮力ではかる―」
		  室蘭工業大学大学院　　　　　　大平　勇一　准教授
　　◇ 出　席　者：24 名

● 第 10 回定期総会・技術研修会（主催：オホーツク技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 4 月 22 日（金）
　　◇ 場　　　所：ホテルベルクラシック北見（北見市）
　　◇ 講　　　演：	 1．「イギリスのインフラ事情」
		  北見工業大学　　　　　　　　　大島　俊之　教授
	 2．「電子納品最新情報―光と影―」
		  ㈱大林組　　　　　　　　　　　杉浦　伸哉　氏
　　◇ 出　席　者：58 名

● （公社）日本技術士会北海道本部　第 46 回定期総会
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 4 月 28 日（木）
　　◇ 場　　　所：ホテル札幌ガーデンパレス（札幌市中央区）
　　◇ 出　席　者：北海道本部（出席　210 名　委任状　　467 名　計　677 名）
　　◇ 講　演　会
　　　 演　　　題：「技術士の地域社会貢献の可能性について」
　　　 講　　　師：NPO 法人環境防災総合政策研究機構理事　新谷　　融　氏

● 平成 23 年度総会（主催：防災委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 5 月 18 日（水）
　　◇ 場　　　所：かでる 2・7（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：	 1．「―建設専門紙記者から見た被災の現場―」
		  ㈱北海道建設新聞社　　　　　　矢部　育夫　氏
	 2．「―被災地の現場に立って―」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　田中　輝幸　氏
	 3．「南西沖地震・奥尻青苗地区復興計画の初期対応について」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　紺野　　寛　氏
　　◇ 出　席　者：40 名

● 平成 23 年度総会・第 1 回研修会（主催：青年技術士交流委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 5 月 25 日（水）
　　◇ 場　　　所：KKR ホテル札幌（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：「モバイルコンテンツビジネスと地域活性化」
		  ㈱コロプラ代表取締役　　　　　馬場　功淳　氏
　　◇ 出　席　者：44 名

● 第 2 回技術者倫理フォーラム（主催：倫理研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 5 月 31 日（火）
　　◇ 場　　　所：ホテル札幌ガーデンパレス（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：「改訂「技術士倫理要綱」が目指すもの」
		  （公社）日本技術士会倫理委員会委員長　水野　　正勝　氏
　　◇ 事例研究報告：	 1．「科学技術者の倫理」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　佐崎　　雅史　氏
		  　　　　　　　 〃 　　　　　　　今井　　淳一　氏
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	 2．「組織内技術者の悩み」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　花田　　眞吉　氏
		  　　　　　　　 〃 　　　　　　　日下部　祐基　氏
　　◇ 出　席　者：89 名

● 第 123 回研究会（主催：技術交流研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 6 月 2 日（木）
　　◇ 場　　　所：Docon 新札幌ビル（札幌市厚別区）
　　◇ 講　　　演：	 1．「サイクルシェアリング「ポロクル」の取り組み」
		  ㈱ドーコンモビリティデザイン　米田　直也　氏
	 2．「東日本大震災における技術士会の動き」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　松井　義孝　氏
　　◇ 出　席　者：14 名

● 第 1 回勉強会（主催：北海道スタンダード研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 6 月 27 日（月）
　　◇ 場　　　所：KKR ホテル札幌（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：「“北海道の逆襲”～北の大地から立ち上がれ！」
		  鷲田研究所　　　　　　　　　　井上　美香　氏
　　◇ 出　席　者：52 名

● 市民防災セミナー（主催：防災委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 7 月 4 日（土）
　　◇ 場　　　所：清田区民センター視聴覚室（札幌市清田区）
　　◇ 講　　　演：1．「東日本大震災と緊急地震速報」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　松岡　直基　氏
	 2．「札幌直下型地震が起きたら……」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　大浦　宏照　氏
	 3．「清田区の防災対策について」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　村瀬　尚久　氏
	 4．「自助・共助のすすめ！」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　城戸　　寛　氏
　　◇ 出　席　者：64 名

● 第 13 回食の討論会（主催：地域産業研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 7 月 5 日（火）
　　◇ 場　　　所：Docon 新札幌ビル（札幌市厚別区）
　　◇ 講　　　演：�「地域連携による農産加工～地域で生産される食材や未利用資源・新規食材を活用して

製品になるまで」
		  酪農学園短期大学部　　　　　　筒井　静子　准教授
　　◇ 出　席　者：22 名

● 第 1 回講演会（主催：北方海域技術研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 7 月 19 日（火）
　　◇ 場　　　所：かでる 2・7（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：	 1．「東日本大震災と漁港漁村の復旧・復興」
		  全日本漁港建設協会会長　　　　長野　　章　氏
	 2．�「国際物流の動向と我が国の港湾の国際競争力～トランシップとロジスティクスの

融合～」
		  （独）国際協力機構（JICA）国際協力専門員　古市　正彦　氏
　　◇ 出　席　者：50 名
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● 第 1 回施設見学会及び講演会（主催：道央技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 7 月 22 日（金）
　　◇ 場　　　所：防災学習交流センター「そなえーる」（千歳市）
　　◇ 講　　　演：	 1．「東日本大震災の厚真町に襲来した津波と防災」
		  厚真町教育委員会学芸員　　　　乾　　哲也　氏
	 2．「東日本大震災における機械設備の被災状況」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　岸　　明仁　氏
　　◇ 出　席　者：16 名

● 技術研修会（日帰りコース）（主催：事業委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 7 月 22 日（金）
　　◇ 場　　　所：王子製紙㈱苫小牧工場、樽前山砂防施設現場
　　◇ 出　席　者：33 名

● 平成 23 年度現地研修会（主催：道北技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 7 月 29 日（金）
　　◇ 場　　　所：上川農業試験場、サフォークランド士別、下川森林組合
　　◇ 出　席　者：20 名

● 平成 23 年度施設見学会（主催：リージョナルステート研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 8 月 26 日（金）
　　◇ 場　　　所：京極発電所　放水路トンネル
　　◇ 出　席　者：14 名

● 第 124 回研究会（主催：技術交流研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 9 月 1 日（木）
　　◇ 場　　　所：Docon 新札幌ビル（札幌市厚別区）
　　◇ 講　　　演：「地質学と教育と哲学と　―研究者の目指す方向性の試行実験―」
		  札幌学院大学　　　　　　　　　小出　良幸　教授
　　◇ 出　席　者：17 名

● 第 14 回食の討論会（主催：地域産業研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 9 月 5 日（月）
　　◇ 場　　　所：Docon 新札幌ビル（札幌市厚別区）
　　◇ 講　　　演：�「水産地域資源の販路拡大と技術士のできること」～乙部、寿都、留萌、穂別での地域

資源を使った商品開発と販路拡大から」
		  ㈱マットコンサル代表　　　　　畳谷　敏雄　氏
　　◇ 出　席　者：13 名

● 第 4 回定例会（主催：リージョナルステート研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 9 月 12 日（月）
　　◇ 場　　　所：札幌エルプラザ（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：「稚内メガソーラーの実証研究成果について」
		  北海道電力㈱　　　　　　　　　斉藤　　裕　氏
　　◇ 出　席　者：18 名

● 技術研修会（宿泊コース）（主催：事業委員会、共催：道北技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 9 月 16 日（金）、17 日（土）
　　◇ 場　　　所：㈱植松電気（赤平）、土の館（上富良野）、風のガーデン（富良野）
　　◇ 出　席　者：33 名

● 平成 23 年度第 1 回研修会（主催：青年技術士交流委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 9 月 27 日（火）



108

　　◇ 場　　　所：道銀ビル（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：「ドラッカー哲学入門とチームのためのマネジメント」
		  ㈱ジ・エッヂ取締役　　　　　　脇　　秀徳　氏
　　◇ 出　席　者：18 名

● 第 2 回研修会（主催：リージョナルステート研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 10 月 7 日（金）
　　◇ 場　　　所：伊達メガソーラー発電所、自然エネルギー対応型モデルハウス
　　◇ 出　席　者：20 名

● 平成 23 年度定例会（主催：北方海域技術研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 10 月 25 日（火）
　　◇ 場　　　所：かでる 2・7（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：	 1．�「沿岸構造物のチャート式耐震診断システムについて～簡単、迅速に耐震診断を行

うために～」
		  北海道開発局小樽開発建設部次長　平澤　　充成　氏
	 2．「東北太平洋沖地震で見られた港湾・沿岸構造物の被災」
		  日本データーサービス㈱　　　　清水　　敏明　氏
		  （公社）日本技術士会北海道本部　谷口　　史一　氏
	 3．「地震被災の再現・解析技術について」
		  （公社）日本技術士会北海道本部　大塚　　夏彦　氏
	 　　　　　　　　　　 〃 　　　　　　　　阿部島　直哉　氏
　　◇ 出　席　者：39 名

● 第 31 回地域産学官と技術士との合同セミナー（主催：合同セミナー実行委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 10 月 26 日（水）
　　◇ 場　　　所：ホテル札幌ガーデンパレス（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：テーマ『東日本大震災に学ぶ』
	 1．歴史的偉人に学ぶ～「稲むらの火」の今日的意義～
		  北電総合設計㈱　　　　　　　　柴田　　登　氏
	 2．東日本大震災の対応状況～大震災の教訓～
		  北海道開発局開発監理部次長　　川崎　博巳　氏
	 3．想定外を生き抜く力～大津波から生き抜いた釜石市の児童・生徒の主体的行動に学ぶ～
		  群馬大学大学院　　　　　　　　片田　敏孝　教授
　　◇ 出　席　者：176 名

● 技術講演会（主催：オホーツク技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 11 月 2 日（水）
　　◇ 場　　　所：網走セントラルホテル（網走市）
　　◇ 講　　　演：	 1．「オホーツク地域を支える港湾・漁港事業」
		  北海道開発局網走開発建設部網走港湾事務所所長　北原　繁志　氏
	 2．「網走市における防災対策の現状と課題：これまでの取り組みと今後の課題」
		  網走市役所企画総務部総務課長　　　　　　　　　猪股　淳一　氏
	 3．「網走市における防災対策の現状と課題：自主防災組織について」
		  網走市役所市民部市民課長　　　　　　　　　　　笹尾　　誠　氏
	 4．「網走市における防災対策の現状と課題：災害弱者対策について」
		  網走市役所福祉部介護福祉課長　　　　　　　　　児玉　卓巳　氏
　　◇ 出　席　者：135 名

● 世界遺産「平泉」を歴史的見地で探るツアー（主催：道南技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 11 月 5 日（土）、6 日（日）
　　◇ 場　　　所：骨寺村遺跡、白鳥館遺跡、毛越寺、中尊寺、柳之御所遺跡
　　◇ 出　席　者：11 名



コンサルタンツ北海道　第 127号

109

● 平成 23 年度講演会（主催：業務委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 11 月 10 日（木）
　　◇ 場　　　所：ホテル札幌ガーデンパレス（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：「食の総合産業の確立を通じた北海道経済の展望」
		  北海道経済連合会政策局長　　　瀬尾　英生　氏
　　◇ 出　席　者：73 名

● 平成 23 年度第 2 回施設見学会・講演会（主催：道央技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 11 月 18 日（金）
　　◇ 場　　　所：伊達ソーラー発電所、北黄金貝塚公園
　　◇ 講　　　演：『縄文人の世界観と「世界文化遺産」―縄文文化に探る人類の確かな未来』
		  伊達市噴火湾文化研究所所長　　大島　直行　氏
　　◇ 出　席　者：12 名

● 第 15 回食の討論会（主催：地域産業研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 11 月 21 日（月）
　　◇ 場　　　所：Docon 新札幌ビル（札幌市厚別区）
　　◇ 講　　　演：「後志における食のブランド化に向けた取組」
		  後志振興局　産業振興部長　　　鳴海　拓史　氏
　　◇ 出　席　者：19 名

● 第 125 回研究会（主催：技術交流研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 12 月 1 日（木）
　　◇ 場　　　所：Docon 新札幌ビル（札幌市厚別区）
　　◇ 講　　　演：1．「東日本大震災における地盤・斜面・津波災害について」
		  HRS ㈱　大浦　宏照　氏
		  ㈱構研エンジニアリング　　　　嶋倉　一路　氏
　　◇ 出　席　者：19 名

● 第 64 回総会・講演会（主催：道東技術士会）
　　◇ 開　催　日：平成 23 年 12 月 2 日（金）
　　◇ 場　　　所：北海道ホテル（帯広市）
　　◇ 講　　　演：「野生動物と共に生きる方法―特に道路と動物の関係について―」
		  帯広畜産大学　　　　　　　　　柳川　　久　教授
　　◇ 出　席　者：23 名

● 平成 23 年度　技術研究発表会（主催：北方海域技術研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 24 年 1 月 13 日（金）
　　◇ 場　　　所：独立行政法人土木研究所　寒地土木研究所（札幌市豊平区）
　　◇ 講　　　演：	 1．「北海道周辺における波浪の将来変化について」
		  （独）土木研究所寒地土木研究所　菅原　　吉浩　氏
	 2．「ハタハタの産卵特性と人工海藻について」
		  （独）土木研究所寒地土木研究所　大橋　　正臣　氏
	 3．「宮城県鮫浦湾漁港漁村の被災状況と復興構想案の概要」
		  ㈱クマシロシステム設計　　　　河合　　孝治　氏
	 4．「マルチエージェントシミュレーションによる市民の避難行動解析」
		  北海道大学大学院　　　　　　　加賀屋　誠一　特任教授
　　◇ 出　席　者：62 名

● 平成 23 年度第 2 回研修会（主催：青年技術士交流委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 24 年 1 月 16 日（月）
　　◇ 場　　　所：道銀ビル（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：「技術伝達のための言語技術」（なでしこジャパンの秘密を探れ！）
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		  東京都新宿区立四谷中学校　　　吉田　和夫　校長
　　◇ 出　席　者：19 名

● 平成 23 年度総会・講演会（主催：リージョナルステート研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 24 年 1 月 27 日（金）
　　◇ 場　　　所：札幌エルプラザ（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：	 1．「教育分科会の 10 年間の歩み」
		  日本技術士会北海道本部　板谷　利久　氏
	 2．「リージョナルステート研究会 10 周年記念誌について」
		  日本技術士会北海道本部　成田　　登　氏
　　◇ 出　席　者：27 名

● 第 2 回勉強会（主催：北海道スタンダード研究会）
　　◇ 開　催　日：平成 24 年 1 月 27 日（金）
　　◇ 場　　　所：共済ビル（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：	 1．「新たな福祉と地域の関係づくり―地域の課題を『宝』に変えて―」
		  （財）北海道総合研究調査会専務理事　　　　　五十嵐　智嘉子　氏
	 2．「観光とまちづくり―今、後志でおきていること―」
		  ㈱久須美英男プランニング事務所代表取締役　久須美　英男　氏
　　◇ 出　席　者：35 名

● 平成 23 年度　技術士第一次試験合格者歓迎会（主催：北海道本部）
　　◇ 開　催　日：平成 24 年 1 月 31 日（火）
　　◇ 場　　　所：ホテル札幌ガーデンパレス（札幌市中央区）
　　◇ 出　席　者：33 名（新合格者　7 名、役員他　26 名）

● 第 23 回防災セミナー（主催：防災委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 24 年 2 月 20 日（月）
　　◇ 場　　　所：TKP ガーデンシティ札幌きょうさいサロン（札幌市中央区）
　　◇ 講　　　演：	 1．「世界的な北海道の地質」～変動する島弧―海溝系の地質システム～
		  北海道大学　　　　　　　　　　新井田　清信　准教授
　　◇ 出　席　者：43 名

● 第 10 回技術フォーラム（主催：事業委員会）
　　◇ 開　催　日：平成 24 年 2 月 22 日（水）
　　◇ 場　　　所：ホテル札幌ガーデンパレス（札幌市中央区）
　　◇ テ　ー　マ：「さらなる飛躍のために Part Ⅱ～魅力的な技術士活動を考える～」
　　◇ 講　　　演：	 1．委員会・研究会発表
		  防災委員会　小林　正明氏、リージョナルステート研究会　大谷　高志氏
		  青年技術士交流委員会　田中　真也氏、技術交流研究会　金　　秀俊氏
		  地域産業研究会　伊藤　恒雄氏、倫理研究会　花田　真吉氏
		  北方海域技術研究会　大塚　夏彦氏、北海道スタンダード研究会　樋詰　　透氏
	 2．全体討論
	 　　コーディネーター：事業委員会　荒　　精一氏、五十嵐　敏彦氏
	 　　パネラー：
		  防災委員会　高宮　則夫氏、リージョナルステート研究会　武智　弘明氏
		  青年技術士交流委員会　田中　真也氏、技術交流研究会　金　　秀俊氏
		  地域産業研究会　伊藤　恒雄氏、倫理研究会　花田　真吉氏
		  北方海域技術研究会　大塚　夏彦氏、北海道スタンダード研究会　樋詰　　透氏
　　◇ 出　席　者：66 名
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平成 23 年度　北海道本部事業報告　その 2（会議等）

会　議　名 開催日 出席者数 主たる議題

第 53 回　定時総会 （統括本部） 23.  6.30 198 H22 事業報告　収支決算　監査報告　ほか
臨時総会 （統括本部） 23.  3.17 74 H23 事業計画　収支予算　ほか
統括本部理事会 （ 第 1 回 ） 23.  5.10 35 H22 事業・収支報告　ほか
　　　〃 （ 臨 時 ） 23.  6.30 34 会長、副会長の選任について　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  7.14 36 委員会委員の委嘱　技術士試験状況報告　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  9.15 36 神奈川県支部の設置、全国大会結果　ほか
　　　〃 （ 第 4 回 ） 23.11.10 37 地域組織の設置運営に関する規則の変更　ほか
　　　〃 （ 第 5 回 ） 24.  1.19 38 地域組織の幹事選出に関する規則の変更　ほか
　　　〃 （ 第 6 回 ） 24.  3.15 38 H24 事業収支計画、東北本部の支部設置　ほか
地域本部長会議 （ 第 1 回 ） 23.  5.29 19 地域組織の検討、復興支援への取組み　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  9.27 17 県支部設置状況、会員拡大活動　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.12.  1 18 技術士試験結果、地域組織の検討　ほか
　　　〃 （ 第 4 回 ） 24.  3.23 19 Web 会議、地域本部予算削減・名誉本部長ほか
【北海道本部】
第 46 回　定期総会 23.  4.28 210 H22 決算報告、H23 事業計画・予算　ほか
役員会 （ 第 1 回 ） 23.  4.  6 29 H23 定期総会議案についてほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.11.16 26 委員会・研究会の H23 中間事業報告　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 24.  1.31 28 委員会・研究会の H23 事業報告　ほか
委員長会議 （ 第 1 回 ） 24.  3.14 19 H23 概算決算、各委員会等 H24 事業計画・予算
技術士試験委員会 （ 第 1 回 ） 23.  6.15 12 H22 事業報告、H23 事業計画　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  7.29 34 技術士第二次試験監督の実施体制　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.8.6 ～ 7 60 技術士第二次試験監督
　　　〃 （ 第 4 回 ） 23.  9.30 28 技術士第一次試験監督の実施体制　ほか
　　　〃 （ 第 5 回 ） 23.10.10 62 技術士第一次試験監督
　　　〃 （ 第 6 回 ） 24.  2.10 11 H23 事業報告・決算報告、H24 事業計画　ほか
第 40 回全国大会準備
委員会 （ 第 1 回 ） 23.10.  7 17 大会予定、テーマ、今後のスケジュール　ほか

　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.12.  6 12 大会テーマ、アトラクション　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 24.  2.15 12 全国大会全体構成、ツアー案　ほか
【常設委員会】
総務委員会 （ 第 1 回 ） 23.  5.12 11 東日本大震災復興支援への対応　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  8.30 8 北海道本部ホームページの改善　ほか
　　　〃 （第3回拡大合同） 23.10.  7 17 合同セミナー、連携協定、全国大会（札幌）ほか
事業委員会 （ 第 1 回 ） 23.  5.17 9 H23 事業計画、予算案、役割分担について
　　　〃 （ 臨 時 ） 23.  6.15 16 合同セミナーについて
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  7.12 11 見学会開催要領、合同セミナーについて
　　　〃 （ 臨 時 ） 23.  8.  9 9 合同セミナーについて
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  9.  6 11 宿泊見学会、技術フォーラム、合同セミナー
　　　〃 （ 臨 時 ） 23.  9.26 8 技術フォーラムテーマ打合せ
　　　〃 （ 第 4 回 ） 23.11.  8 13 技術フォーラムテーマ検討
　　　〃 （ 臨 時 ） 23.12.1 10 技術フォーラムについて
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会　議　名 開催日 出席者数 主たる議題

事業委員会 （ 第 5 回 ） 24.  1.10 9 技術フォーラム開催内容、役割分担
　　　〃 （ 臨 時 ） 24.  2.10 13 技術フォーラムについて
　　　〃 （ 臨 時 ） 24.  2.17 9 技術フォーラム最終打合せ
　　　〃 （ 第 6 回 ） 24.  3.13 13 H23 事業報告・決算報告、H24 事業計画　ほか
広報委員会 （ 第 1 回 ） 23.  4.21 8 会誌 124 号編集会議　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  5.25 10 会誌 124 号原稿とりまとめ　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  8.  4 12 会誌 125 号編集会議　ほか
　　　〃 （ 第 4 回 ） 23.  9.29 11 会誌 125 号原稿とりまとめ　ほか
　　　〃 （ 第 5 回 ） 23.11.24 11 会誌 126 号編集会議　ほか
　　　〃 （ 第 6 回 ） 24.  1.11 11 会誌 126 号原稿とりまとめ　ほか
　　　〃 （ 第 7 回 ） 24.  3.  7 12 H24 会誌企画会議　ほか
業務委員会 （ 第 1 回 ） 23.  5.19 7 H23 体制、事業計画　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  7.11 10 意見交換会、講演会、PR 活動について
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  9.13 10 講演会準備、日本建築士学会支部との意見交換
　　　〃 （ 第 4 回 ） 24.  2.  6 9 異業種との意見交換会について
　　　〃 （ 第 5 回 ） 24.  3.15 16 MC 会との意見交換会
【実行委員会】
防災委員会 （ 第 1 回 ） 23.  5.11 12 総合幹事会　H23 体制・事業計画　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  5.18 40 H23 総会・基調講演
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  8.25 1 第 7 回全国防災連絡会議参加
　　　〃 （ 第 4 回 ） 23.  9.  2 9 総合幹事会　合同セミナー、部会活動報告ほか
　　　〃 （ 第 5 回 ） 23.  9.15 9 寒地土木研究所との意見交換会
　　　〃 （ 第 6 回 ） 24.  3.  9 11 総合幹事会　H23 活動報告、H24 計画予算ほか
青年技術士交流委員会 （ 第 1 回 ） 23.  5.25 32 総会、第 1 回研修会
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  6.30 9 幹事会　H23 活動方針・体制　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  8.  8 15 幹事会　「学校へ行こう」、講習会について
　　　〃 （ 第 4 回 ）23.8.25～28 3 第 38 回技術士全国大会及びテクノツーリズム参加
　　　〃 （ 第 5 回 ） 23.  9.21 11 幹事会　「学校へ行こう」、研修について　ほか

　　　〃 （ 第 6 回 ） 23.10.13
～ 15 3 日韓技術士会議（韓国大邸）参加

　　　〃 （ 第 7 回 ） 23.10.31 9 技術士の社会認知向上活動（北海学園大学）
　　　〃 （ 第 8 回 ） 23.11.17 10 幹事会　テクニカルスクール、H25 全国大会　ほか
　　　〃 （ 第 9 回 ） 23.12.20 9 幹事会　H24 総会・H25 全国大会について
【研究会】
地域産業研究会 （ 第 1 回 ） 23.  4.14 19 H23 年度総会・特別講演会
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  5.30 6 幹事会　H23 活動計画　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  7.28 5 幹事会　上半期活動計画　ほか
　　　〃 （ 第 4 回 ） 23.10.31 7 幹事会　上半期活動と下半期計画　ほか
　　　〃 （ 臨 時 ） 23.12.  5 11 幹事会　エゾシカと食の研究会新規設立　ほか
　　　〃 （ 第 5 回 ） 23.12.13 4 後志 3 市町村訪問、今後の活動　ほか
　　　〃 （ 第 6 回 ） 23.12.26 4 研究会活動とりまとめ会議
　　　〃 （ 第 7 回 ） 24.  1.10 10 新研究会設立準備会　申請事項の検討
　　　〃 （ 第 8 回 ） 24.  2.28 6 幹事会　H23 年度活動報告　ほか
　　　〃 （ 第 9 回 ） 24.  3.19 7 食産業研究会設立準備会　H24 年度計画　ほか
　　　〃 （第10回） 24.  3.22 6 研究会活動とりまとめ会議
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会　議　名 開催日 出席者数 主たる議題

地域産業研究会 （第11回） 24.  3.26 20 解散総会、記念講演会
　　　〃 （その他） ― ― 分科会・現地調査等を 34 回開催
北方海域技術研究会 （ 第 1 回 ） 23.  4.12 7 幹事会　震災における社会貢献　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  4.22 43 H23 総会・講演会
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  5.19 3 幹事会　第 1 回講演会、震災対応　ほか
　　　〃 （ 第 4 回 ） 23.  6.29 12 幹事会　第 1 回講演会、活動費　ほか
　　　〃 （ 第 5 回 ） 23.  8.31 6 幹事会　定例会、行事伝達について　ほか
　　　〃 （ 第 6 回 ） 23.11.  9 6 幹事会　技術研究発表会　ほか
　　　〃 （ 第 7 回 ） 24.  1.30 7 幹事会　H24 総会　ほか
　　　〃 （ 第 8 回 ） 24.  3.13 5 幹事会　H24 総会、H24 事業計画　ほか
リージョナルステート
研究会 （ 第 1 回 ） 23.  4.13 7 幹事会　H23 全体行事、体制　ほか

　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.10.14 6 幹事会　総会企画　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.12.  2 6 幹事会　総会、報告事項　ほか
　　　〃 （ 第 4 回 ） 24.  1.27 24 H23 総会・講演会
　　　〃 （ 第 5 回 ） 24.  3.  2 6 幹事会　H23 報告、H24 計画・体制　ほか
　　　〃 （その他） ― ― 分科会、教育サポートを 25 回開催
技術交流研究会 （ 第 1 回 ） 23.  6.  2 14 （第 123 回）　会員相互の情報交換、講演会
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  9.  1 17 （第 124 回）　会員相互の情報交換、講演会
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.12.  1 19 （第 125 回）　会員相互の情報交換、講演会
倫理研究会 （ 第 1 回 ） 23.  4.18 19 定例会　技術者倫理フォーラム、H23 活動　ほか
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  6.13 17 定例会　土木技術者の倫理　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.  8.  8 17 定例会　技術者倫理研究、事例研究　ほか
　　　〃 （ 第 4 回 ） 23.10.11 17 定例会　技術者倫理研究、事例研究　ほか
　　　〃 （ 第 5 回 ） 23.12.12 15 定例会　事例研究、再整理　ほか
　　　〃 （ 第 6 回 ） 24.  2.13 14 定例会　技術者倫理フォーラム　ほか
北海道スタンダード研
究会 （ 第 1 回 ） 23.  5.25 5 幹事会　研究会フレーム、第 1 回勉強会　ほか

　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  9.  5 8 幹事会　今後の活動の進め方　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.11.14 5 幹事会　第 2 回勉強会　ほか
【地方技術士会】
道央技術士会 （ 第 1 回 ） 23.  4.22 24 第 20 回総会（室蘭）
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  7.22 16 第 1 回施設見学会及び講演会（千歳）
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.11.18 12 第 2 回施設見学会及び講演会（伊達）
　　　〃 （その他） 24.  1.17 ― 第 13 回技術者交流フォーラム in 苫小牧（共催）
道南技術士会 （ 第 1 回 ） 23.  4.21 26 総会・技術発表会（第 1 回 CPD 研修会）
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  5.28 12 第 2 回 CPD 研修会
　　　〃 （ 第 3 回 ）23.11.5～6 11 第 3 回 CPD 研修会
　　　〃 （ 第 4 回 ） 24.  1.27 14 第 4 回 CPD 研修会
　　　〃 （その他） 23.10.25 ― 第 11 回技術者交流フォーラム in 函館（共催）
道東技術士会 （ 第 1 回 ） 23.  5.20 41 第 63 回総会（釧路）
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.12.  2 23 第 64 回総会（帯広）
　　　〃 （その他） 24.  1.31 ― 第 14 回技術者交流フォーラム in 釧路（共催）
道北技術士会 （ 第 1 回 ） 23.  4.16 23 平成 23 年度総会・研修会　（旭川）
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  7.29 20 平成 23 年度現地研修会（比布、士別、下川）
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会　議　名 開催日 出席者数 主たる議題

道北技術士会 （その他） 23.11.22 ― 第 12 回技術者交流フォーラム in 稚内（共催）
オホーツク技術士会 （ 第 1 回 ） 23.  4.22 58 定期総会・技術研修会、合格祝賀会（北見）
　　　〃 （ 第 2 回 ） 23.  7.11 8 役員会　H23 年度後期事業計画　ほか
　　　〃 （ 第 3 回 ） 23.11.  2 135 技術講演会（網走）
　　　〃 （ 第 4 回 ） 24.  2.28 10 役員会　H23 事業報告、H24 事業計画　ほか
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第 1号議案

平成 23 年度　決　算

一 般 会 計
科　　　　目 23 年度予算額① 23 年度決算額② 増減　①－② 備　　　　　考

Ⅰ　収入の部
　1　本部活動費収入 5,227,000 5,581,086 △ 354,086 前年度実績より
　2　本部補助金収入 1,130,000 1,130,000 0
　　　　合同セミナー開催補助金 450,000 450,000 0 地域産学官セミナー
　　　　地域交流促進補助金収入 0 0 0

　　　　講演会・見学会補助金 680,000 680,000 0 見学会等バス代、セミナー講師謝礼等
（本部補助増額）

　3　事業収入 6,500,000 5,835,100 664,900
　　　　合同セミナー参加費収入 200,000 166,500 33,500
　　　　地域交流促進参加費収入 0 0 0
　　　　各種資料等頒布収入 5,300,000 4,655,600 644,400
　　　　（会誌購読料） 4,600,000 4,464,000 136,000
　　　　（受験関連書籍等） 700,000 191,600 508,400 受験・登録手引き、法令集
　　　　支部広報誌広告料収入 1,000,000 1,013,000 △ 13,000
　4　会費収入 1,000,000 980,000 20,000
　　　　賛助会員会費収入 1,000,000 980,000 20,000
　5　雑収入 4,459 3,118 1,341
　　　　受取利息等 4,459 3,118 1,341
　当期収入合計（A） 13,861,459 13,529,304 332,155
　前期繰越収支差額 5,708,541 5,708,541 0
　取崩収入 5,400,000 5,400,000 0 特別事業積立金
　収入合計（B） 24,970,000 24,637,845 332,155

科　　　　目 23 年度予算額① 23 年度決算額② 増減　①－② 備　　　　　考
Ⅱ　支出の部
　1　事業費 17,100,000 14,226,673 2,873,327
　　合同セミナー開催費 1,000,000 789,214 210,786
　　地域交流促進費 0 0 0
　　業務広報費 4,050,000 3,705,860 344,140 年 3 回発行
　　　　会誌作成費 3,500,000 3,177,300 322,700
　　　　会誌郵送費 550,000 528,560 21,440
　　インターネット運用費 300,000 315,000 ▲ 15,000 ホームページ更新、技術士 DB 更新
　　講演会・見学会開催費 1,300,000 1,187,286 112,714
　　　　講演会費 850,000 737,286 112,714
　　　　見学会費 450,000 450,000 0
　　各種資料購入費 400,000 104,700 295,300 手引き、法令集、問題集購入原価
　　支部委員会等活動費 1,940,000 1,723,119 216,881
　　CPD 活動費 1,000,000 394,434 605,566
　　業務推進費 6,440,000 4,998,894 1,441,106
　　　　賃金 1,000,000 1,000,000 0 事務員補助
　　　　会議費 2,680,000 1,743,281 936,719 総会、役員会、委員会、研究会
　　　　旅費交通費 1,610,000 1,577,742 32,258 各委員会、事務局交通費
　　　　通信運搬費 600,000 361,696 238,304
　　　　印刷製本費 550,000 316,175 233,825 総会ハガキ
　　広告宣伝費 200,000 165,000 35,000
　　雑費 470,000 381,376 88,624 慶弔費、謝金
　　システム更新費 0 461,790 ▲ 461,790 HP 改善、技術士 DB 改良
　2　特定活動支出 0 0 0
　3　予備費支出 2,470,000 0 2,470,000
　当期支出合計（C） 19,570,000 14,226,673 5,343,327
　当期収支差額（A）－（C） ▲ 5,708,541 ▲ 697,369 ▲ 5,011,172
　次期繰越収支差額（B）－（C） 5,400,000 10,411,172 △ 5,011,172 特別事業積立金　540 万円を含む
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第 1号議案

平成 23 年度　　決　算

特 別 会 計
科　　　　　目 23 年度予算額① 23 年度決算額② 増減　①－② 備　　　　　考

Ⅰ　収入の部
　1　本部試験事務費収入 3,940,000 3,948,812 △ 8,812
　　　　試験事務費収入 1,160,000 1,160,000 0
　　　　事務人件費収入 2,620,000 2,628,812 △ 8,812
　　　　設営準備費収入 160,000 160,000 0

　2　雑収入 0 28 △ 28

　当期収入合計（A） 3,940,000 3,948,840 △ 8,840
　前期繰越収支差額 0 0 0
　収入合計（B） 3,940,000 3,948,840 △ 8,840

科　　　　　目 23 年度予算額① 23 年度決算額② 増減　①－② 備　　　　　考
Ⅱ　支出の部
　1　事業費
　　　　支部 3,930,000 3,948,840 ▲ 18,840
　　　　　会議費 650,000 632,232 17,768 試験業務打合せ
　　　　　印刷製本費 500,000 499,288 712 案内板、資料作成
　　　　　通信運搬費 50,000 50,800 ▲ 800 案内板等備品運搬
　　　　　人件費 2,620,000 2,620,000 0 事務局員事務費
　　　　　旅費交通費 60,000 96,680 ▲ 36,680
　　　　　雑費その他 50,000 49,840 160

　2　予備費支出 10,000 0 10,000

当期支出合計（C） 3,940,000 3,948,840 ▲ 8,840
当期収支差額（A）－（C） 0 0 0
次期繰越収支差額（B）－（C） 0 0 0
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第 2号議案

平成 24 年度　　事　業　計　画

1．事　務　局………………………… ●  本部事務連絡窓口、●  受験、登録事務窓口
	 ●  技術士試験会場選定、●  問題集、手引き、参考書等の販売
	 ●  ホームページ、●  技術士データベース
　　1）技術士試験委員会…………… ●  技術士試験札幌会場における（公社）日本技術士会への協力

2．常設委員会
　　1）総務委員会…………………… ●  統括本部対応及び北海道本部検討事項の総合窓口
	 ●  各種褒賞について会員の推挙
	 ●  実行委員会・地方技術士会を所管
　　2）事業委員会…………………… ●  統括本部技術検討事項窓口、●  講習会・見学会等の計画・実施、
	 ●  技術士継続研鑽（CPD）窓口及び事業支援、●  研究業績発表、
	 ●  統括本部・他地域本部との共同事業
　　3）広報委員会…………………… ●  会誌「コンサルタンツ北海道」年間 3 巻発刊
　　4）業務委員会…………………… ●  技術士の業務の開発、●  マスコミ・行政・企業への PR
	 ●  技術士補対策、●  北海道本部研究会を所管

3．実行委員会
　　1）防災委員会…………………… ●  地震、防災に係わる情報収集に基づいた北海道型防災の調査研究、
	 ●  災害発生地域への技術支援および情報提供
　　2）青年技術士交流委員会……… ●  委員会会員の相互の交流、
	 ●  青年技術士の資質向上のための講習会、見学会開催

4．研究会
　　1）北方海域技術研究会………… ●  北方海域を取り巻く諸問題の調査研究と提言
　　2）リージョナルステート研究会…… ●  21 世紀の北海道自律を目指した提言と技術士の役割の研究
　　3）技術交流研究会……………… ●  異業種間技術交流及び研修
　　4）倫理研究会…………………… ●  技術者倫理の啓発・普及に関する研究
　　5）北海道スタンダード研究会	� ●  既存の規則や規制にとらわれない北海道らしい新たなルールや考え

方の研究と提案
　　6）食産業研究会………………… ●  食とその関連産業の効率的なビジネス化の研究
　　7）エゾシカ研究会……………… ●  エゾシカ被害軽減の研究
　　8）エンジョイ・サイエンス研究会…… ●  理科授業を通じ技術者となる人材を育成

5．地方技術士会……………………… ●  道央、道南、道東、道北、オホーツク技術士会
	 ●  技術士継続研鑽（CPD）

6．主な事業…………………………… ●  第 15 回北東 3 地域本部技術士交流研修会
	 ●  第 40 回技術士全国大会実行委員会（H25 年開催）
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第 2号議案

平成 24 年度　　予　算

一 般 会 計
科　　　　　目 23 年度予算 24 年度予算 増　　減 備　　　　　考

Ⅰ　事業活動収支の部
Ⅰ－ 1　事業活動収入
　1　事業収入 6,500,000 6,250,000 ▲ 250,000
　　　　広告料収入 1,000,000 1,000,000 0
　　　　参加費収入 200,000 150,000 ▲ 50,000
　　　　各種資料等頒布収入 5,300,000 5,100,000 ▲ 200,000 会誌、受験手引、登録手引等
　2　雑収入 1,004,459 1,010,000 5,541
　　　　受取利息収入等 4,459 10,000 5,541
　　　　雑収入 0 0 0
　　　　協賛金収入 1,000,000 1,000,000 0 賛助会員会費
　3　地域組織活動費収入 5,227,000 5,701,000 474,000 統括本部配分
　4　地域組織活動補助費収入 1,130,000 1,502,000 372,000
　　　　合同セミナー開催補助金収入 450,000 0 ▲ 450,000 地域産学官セミナー
　　　　講演会・見学会開催補助金収入 680,000 730,000 50,000 統括本部配分
　　　　全国大会補助金収入 0 0 0
　　　　地域交流促進補助金収入 0 350,000 350,000 北東 3 地域本部研修会
　　　　その他補助金収入 0 422,000 422,000
　事業活動収入計（A） 13,861,459 14,463,000 601,541

Ⅰ－ 2　事業活動支出
　1　事業費 17,100,000 15,382,000 ▲ 1,718,000
　　　①業務広報費 4,550,000 4,350,000 ▲ 200,000
　　　　（会誌印刷費） 3,500,000 3,500,000 0 年 3 回発行
　　　　（会誌郵送費） 550,000 550,000 0
　　　　（インターネット運用費） 300,000 300,000 0 ホームページ更新、維持管理
　　　　（対外的情報発信活動費） 200,000 0 ▲ 200,000 広告宣伝費
　　　　（その他の広報活動費） 0 0 0 パンフ、チラシ等
　　　②普及啓発費 1,000,000 0 ▲ 1,000,000
　　　　（全国大会開催費） 0 0 0
　　　　（合同セミナー開催費） 1,000,000 0 ▲ 1,000,000 地域産学官合同セミナー
　　　③相互交流費 0 1,000,000 1,000,000
　　　　（地域交流促進費） 0 1,000,000 北東 3 地域本部研修会
　　　④研鑽費 2,300,000 1,300,000 ▲ 1,000,000
　　　　（講演会・見学会開催費） 2,300,000 1,300,000 CPD 関連事業を含む
　　　⑤各種資料等作成費 400,000 400,000 0 受験手引、登録手引等購入原価
　　　⑥業務推進費 8,850,000 8,332,000 ▲ 518,000
　　　　（賃　金） 1,000,000 922,000 ▲ 78,000 事務員補助
　　　　（会議費） 2,680,000 2,700,000 20,000 総会、役員会、委員会、研究会等
　　　　（旅費交通費） 1,610,000 1,200,000 ▲ 410,000 各委員会、事務局交通費
　　　　（通信運搬費） 600,000 600,000 0
　　　　（消耗品費） 0 50,000 50,000
　　　　（印刷製本費） 550,000 550,000 0 総会ハガキ
　　　　（図書費） 0 10,000 10,000
　　　　（各種会合費） 0 0 0 合格者歓迎祝賀会、研修会
　　　　（地域委員会活動費） 1,940,000 1,800,000 ▲ 140,000 本部委員会、研究会等活動費
　　　　（雑費その他） 470,000 500,000 30,000 慶弔費、謝礼
　事業活動支出計（B） 17,100,000 15,382,000 ▲ 1,718,000
　事業活動収支差額（A）－（B） ▲ 3,238,541 ▲ 919,000 2,319,541

Ⅱ　予備費支出
　1　予備費支出（C） 2,470,000 81,000 ▲ 2,389,000
　当期収支差額（A）－｛（B）＋（C）｝ ▲ 5,708,541 ▲ 1,000,000 4,708,541
　前期繰越収支差額 5,708,541 10,411,172 4,702,631
　次期繰越収支差額（B）－（C） 0 9,411,172 9,411,172 特別事業積立金　540 万円を含む
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第 2号議案

平成 24 年度　　予　算

特 別 会 計
科　　　　　目 23 年度予算 24 年度予算 増　　減 備　　　　　考

Ⅰ　事業活動収支の部
Ⅰ－ 1　事業活動収入
　1　地域組織試験事務費収入 3,940,000 3,940,000 0
　　　　試験事務費収入 1,160,000 1,160,000 0
　　　　事務人件費収入 2,620,000 2,620,000 0
　　　　設営準備費収入 160,000 160,000 0
　2　雑収入 0 0 0
　　　　受取利息 0 0 0
　　　　雑収入 0 0 0
　事業活動収入計（A） 3,940,000 3,940,000 0

Ⅰ－ 2　事業活動支出
　1　試験事業費 1,260,000 1,270,000 10,000
　　　①第一次試験 504,000 504,000 0
　　　　旅費交通費 24,000 24,000 0
　　　　印刷製本費 200,000 200,000 0 案内板、資料作成
　　　　通信運搬費 20,000 20,000 0 案内板等備品運搬
　　　　会議費 260,000 260,000 0 試験業務打合せ
　　　②第二次試験 756,000 766,000 10,000
　　　　旅費交通費 36,000 36,000 0
　　　　印刷製本費 300,000 300,000 0 案内板、資料作成
　　　　通信運搬費 30,000 40,000 10,000 案内板等備品運搬
　　　　会議費 390,000 390,000 0 試験業務打合せ
　2　人件費 2,620,000 2,620,000 0
　　　　試験 2,620,000 2,620,000 事務局事務員
　3　事務費（試験） 50,000 50,000 0
　　　　雑費その他 50,000 50,000
　事業活動支出計（B） 3,930,000 3,940,000 10,000
　事業活動収支差額（A）－（B） 10,000 0 ▲ 10,000

Ⅱ　予備費支出
　予備費支出（C） 10,000 0 ▲ 10,000
当期収支差額（A）－｛（b）＋（C）｝ 0 0 0
前期繰越収支差額 0 0 0
次期繰越収支差額 0 0 0
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公益社団法人日本技術士会北海道本部　役員名簿
（平成 23・24 年度）

氏　　　名 部　　　門 備　　　考
顧 問 佐々木　敏　雄 応理
顧 問 舘　谷　　　清 建設
顧 問 高　橋　陽　一 建設
顧 問 伊　藤　昌　勝 建設
顧 問 大　島　紀　房 応理・総合

本 部 長 斉　藤　有　司 建設・総合
副 本 部 長 能　登　繁　幸 建設・総合 （統括本部理事、総務委員長）
副 本 部 長 中　野　淑　文 上下水道・総合 （事業委員長）
副 本 部 長 大　島　俊　之 建設・総合 （地方技術士会代表）
事 務 局 長 森　　　隆　広 建設・総合
幹 事 伊　藤　恒　雄 農業・総合 （食産業研究会代表）
※幹　　　　事 岩　田　徳　夫 建設・総合 田中（輝）氏の後任、業務委員長
幹 事 大　熊　正　信 建設・総合
幹 事 大　塚　夏　彦 建設・総合 （北方海域技術研究会代表）
幹 事 加　藤　龍　一 建設・総合 （統括本部総務委員）
幹 事 門　脇　雅　明 電気電子
幹 事 金　　　秀　俊 応理・総合 （広報委員長）
幹 事 斉　藤　和　夫 応理・建設
幹 事 佐々木　勝　介 機械・総合
幹 事 佐　藤　厚　子 建設・総合
幹 事 須　川　清　一 農業・総合
幹 事 住　友　　　寛 農業・総合
幹 事 高　宮　則　夫 建設・総合 （防災委員長）
幹 事 田　中　真　也 農業・総合 （青年技術士交流委員長）
幹 事 対　馬　一　男 建設・総合 （エンジョイ・サイエンス研究会代表）
幹 事 永　瀬　次　郎 衛生・総合
幹 事 中　村　良　則 建設・総合 （技術士試験委員長）
幹 事 花　田　眞　吉 建設・総合 （倫理研究会代表）
幹 事 松　井　義　孝 建設 （技術交流研究会代表）
幹 事 吉　野　大　仁 水産・建設・総合

会 計 監 事 増　田　博　昭 農業
会 計 監 事 船　越　　　元 農業・総合

事 務 局 次 長 植　村　豊　樹 建設・総合
事 務 局 次 長 長　井　智　典 建設・総合

平成 24 年 4 月 27 日

29 名（顧問を除く）
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1．事　務　局
技術士試験委員会 中村委員長 三國幹事

2．常設委員会
総務委員会 能登委員長 長井幹事
事業委員会 中野委員長 椛沢幹事
広報委員会 金　委員長 見上幹事
業務委員会 岩田委員長 植村幹事

3．実行委員会
防災委員会 高宮委員長 大浦幹事、小林（正）幹事
青年技術士交流委員会 田中委員長 木本幹事

4．研　究　会
北方海域技術研究会 大塚代表 山内幹事長
リージョナルステート研究会 （武智代表）※ （滝澤幹事長）※
技術交流研究会 松井代表 吉野幹事長
倫理研究会 花田代表 今井幹事長
北海道スタンダード研究会 天沼代表 大槻幹事長
食産業研究会 伊藤代表 小林（一）幹事長
エゾシカ研究会 五十嵐代表 細川幹事長
エンジョイ・サイエンス研究会 対馬代表 大谷幹事長

※研究会総会開催後決定予定　　　　　

5．地方技術士会
道央技術士会 岸　代表幹事 高石幹事
道南技術士会 布村代表幹事 奈良幹事
道北技術士会 大原代表幹事 梅野幹事
道東技術士会 工藤代表幹事 上野幹事
オホーツク技術士会 大島代表幹事 岡田幹事

【注） 囲みの方が新任です】

平成 24 年 4 月 27 日




